
秋田労災病院奨学金制度について 

 

 秋田労災病院（以下「当院」という。）は、優秀な看護師、保健師及び助産師 

を確保するために、養成施設（労災看護専門学校等看護師学校養成所、助産 

師学校養成所及び看護系大学をいう。以下同じ）の学生に奨学金を貸与して 

います。 

【貸与対象方】 

１ 次に掲げる養成施設の学生とします。 

 （１）看護師学校養成所 

    保健師助産師看護師法（昭和２３年法律第２０３号。以下「保助看法」

という。）第２１条第２号の学校及び同条第３号の看護師養成所 

 （２）助産師学校養成所 

   保助看法第２０条第１号の学校及び同条第２号の助産師養成所 

（３）看護系大学 

   学校教育法第８３条、第８５条の看護系学部及び第９７条の看護系大 

学院 

２ 看護師等免許取得後一定期間当院で勤務が可能な方とします。  

３ 原則として、当院に採用される日が属する年度の末日に３１歳未満の方と

します。 

【貸与期間】 

 初年度以外の年度から貸与することもできますが、貸与は原則年度単位とし

ます。 

【貸与額】 

貸与月額は次のとおりです。 

 （１）看護師養成所 

ア 労災看護専門学校     ３２，０００円（４月） 

２８，０００円（５月から３月まで） 

   イ その他の看護師養成所   ３０，０００円 

（２）助産師養成所        ３０，０００円 

（３）看護系大学          ５０，０００円 

 



【貸与方決定】 

書類審査、作文及び面接等により決定します。 

【貸与中止】 

 次のいずれかに該当した場合は貸与を中止します。 

 （１）退学または除籍となったとき 

（２）提出書類に虚偽記載があったとき 

（３）貸与の辞退を申し出たとき 

【返 還】 

１ 次にいずれかに該当した場合は奨学金を返還しなければなりません。 

 （１）養成施設を卒業したとき 

（２）貸与中止となったとき 

（３）養成施設を卒業後、当院に勤務しない等の規程違反したとき 

（４）看護師等国家試験不合格のとき 

２ 返還は原則として、前各号の事象が発生した日から３か月以内に一括返還

となります。ただし、一括して返還できない事由があると認められた場合は、

分割により返還することが可能です。 

【返還猶予】 

 奨学金の貸与を受けた方について次のいずれかに該当する期間は、前各号に 

 かかわらず返還を猶予し、その期間経過後に返還させるものとします。 

 （１）養成施設を卒業後、当該免許取得者として引続き当院に勤務する期間 

 （２）養成施設を卒業後、当該免許取得までの間引続き当院の職員として勤務

する期間（ただし、１年以内に限る。） 

 （３）養成施設を卒業後、院長の要請を受けて引続き助産師養成所で修学する

期間及びこれに引続き当院の職員として勤務する期間 

 （４）その他特別の事情があると認められる期間 

【返還免除】 

  次のいずれかに該当した場合は奨学金返還を免除します。 

（１）全額免除 

ア 労災看護専門学校の学生 

免許取得後引き続き当院の職員として勤務する期間が、３年を超えたとき。 

イ その他の学生 

免許取得後引き続き当院の職員として勤務する期間が、貸与年数に２年加え

た年数を超えたとき 

 



（２）一部免除 

  免許取得後引き続き当院の職員として勤務する期間が、全額免除年数に満

たないとき。ただし、免除する奨学金の額は、貸与した奨学金の総額を「全

額免除年数に１２を乗じた数」で除した金額（１円未満切捨て）に、当院の

職員として勤務した月数を乗じて得た額とする。 

（３）奨学生が死亡したとき 

（４）その他特別の事情があると認められるとき 


